






























































































































































































































































































































































































































































































=（BPPS ･ PSPC）・（CQQT ･ QTQA）・ARRB
　 =（RBRU ･ QTQC）・（CQQT ･ RURA）・ARRB = 1
となる。
図21
　この解法は、直線PRと平行な任意の直線nを引
く位置によって場合分けができる．解法22～25
は場合分けした解法である。
【解法22】
下図のように直線PRと平行な任意の直線nと直線
BP,AC,ABとの交点をそれぞれS,T,Uとする。証明略。
図22
【解法23】
下図のように直線PRと平行な任意の直線nと直線
BP,AC,ABとの交点をそれぞれS,T,Uとする。証明略。
図23
【解法24】
下図のように直線PRと平行な任意の直線nと直線
BP,AC,ABとの交点をそれぞれS,T,Uとする。証明略。
図24
【解法25】
下図のように直線PRと平行な任意の直線nと直線
BP,AC,ABとの交点をそれぞれS,T,Uとする。証明略。
図25
　この一般の場合の解法21～25に対して解法15
～17は特殊な場合の解法になるので、これらの
関連は次の関連図で表すことができる。
[解法の関連図5]
　次頁に解法1～25までの関連図を[メネラウス
の定理 解法の関連図]として掲載し、さらに最
後の頁において、解法1～25の「対の関係」や
「特殊と一般の関係」がわかりやすいように，図
で示した関連図も[メネラウスの定理 図による
解法の関連図]として載せておいた。図で示して
おくと、任意の点の動きなどがイメージしやすく
なり、多様な解法を引き出す数学的手法の理解を
深めることができる。
5．まとめ
　「対の関係」や「特殊と一般の関係」に着目し
て解法を関連付けながら新たな解法を見出してい
（21）多様な解法を引き出す数学教材の研究
くという数学的手法は、多様な解法を引き出す上
で大変有効であるということを「メネラウスの定
理の証明」という数学教材を通して明らかにした。
多様な解法を引き出す数学的手法を活用する活動
は、「与えられた解法を覚えてそれに数値を当て
はめて問題を解く」という活動とは対極をなして
おり、「既習事項を関係付けて自分なりの解法を
見出していく」という姿勢を培うことにつながり、
児童生徒の数学に対する学習観の転換を図るもの
と考えられる。今後もこうした教材の開発に努め
ていきたいと考えている。
　なお、ここで述べた数学的手法に関しては、数
学者黒木伸明氏（上越教育大学名誉教授）から多く
の示唆をいただいた。
註
1） 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（第
43回）配付資料、資料5-1「算数・数学科の現状と課題、
改善の方向性（検討素案）」（http://www.mext.go.jp/b_
menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/06082203/ 
006.htm）など参照。
2） 小学校算数においても、例えば教科書「新しい算数
小5下」（東京書籍平成28年度版pp.24-25）の「四角形
の内角の和」において「特殊と一般の関係」にある
解法が扱われている。
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